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　NRIは、多様な企業や研究機関とのパートナーシップ

を通じて新しい価値を創造する「オープン・イノベー

ション活動」を推進している。その活動の一端を紹介す

る場として、9月21日に「NRIイノベーションシンポ

ジウム」を開催した。ここでは、当日の講演について、

簡単に紹介したい。

　基調講演では、シリコンバレーでNet	 Service	

Venturesを興し、数多くのベンチャー投資と事業育

成コンサルティングを手掛ける校條（めんじょう）

浩氏が登壇。「イノベーションの実現には、顧客の声

ではなくベンチャーの声を聞け」、「日本では、IoT

のT（Things）を重視するが、シリコンバレーは I

（Internet）。このカルチャーの違いが決定的な差と

なって現れている」、「大企業がベンチャー企業を見極め

るには“スーパーエンジェルVC”を有効活用すべし」

など、独自の視点からの具体的な提案とともに、ベン

チャーがイノベーションを牽引している米国の現状、シ

リコンバレーから見た日本企業の課題を指摘した。

　続いて行ったパネルディスカッションでは、日経IT

イノベーターズ編集長の戸川尚樹氏をモデレータに、前

出の校條氏、デザインの力で企業のビジネス変革を手掛

ける株式会社ziba	tokyo代表の平田智彦氏、8月1日に

設立したNRIデジタル株式会社社長の雨宮正和、そして

当社上級研究員の城田真琴の4名が「なぜ今、日本企業

にイノベーションが必要なのか」、「日本でデジタルイノ

ベーションが進展しない理由」などについて意見を交

わした。「陳腐化を防ぐために常にイノベーションが必

要」、「デジタルイノベーションが進展しないのは権限の

問題」、「まず“番長”が必要。その後に“級長”が必

要」、「変革のきっかけは、さまざまな刺激」など活発な

討論の後に、「最初の一歩を踏み出すには？」の戸川氏

の問いに、各者が参加者に向けたそれぞれのメッセージ

を披露し、幕を閉じた。

　ナビゲーショントラックでは「IoT」「AI/ロボット」

「FinTech」をテーマに、当社の3名のアナリストが講

演した。

　はじめに、上級研究員の亀津敦が「IoTがドライブす

るデジタリゼーション」と題し、IoTが牽引するデジタ

ル化の最新動向について解説した。センサーを活用し

て付加価値を上げていく“顧客に価値を提供するプロセ

ス”と、コストダウンを図る“効率的に製造するプロセ

ス”の両面で競争が始まっていることを指摘し、業界や
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企業における、それぞれの取り組みを紹介した。

　次に、上級研究員の長谷佳明が「チャットボットの可

能性」について解説。ここ数年のAIやロボティクスの

調査から、最近注目されているチャットボットについて

解説した。過大な期待をせず、使い分けが有効としなが

らも、将来的には、APIの共通化や企業間の連携が進む

ことでチャットボット同士が連携する“マルチボット”

によってサービスが高度化する可能性を語った。

　最後は、8月26日に「FinTechの衝撃〜金融機関は

何をすべきか」を上梓した、上級研究員の城田真琴が登

壇。「日本版FinTechの方向性」をテーマに、欧米にお

ける進化の状況を踏まえた日本の今後について解説し

た。「FinTechの土壌として見た海外と日本の違いは金

融機関への“信頼度”」と、米国とは状況が異なること

を強調した上で、「マイナス金利の厳しい状況の中で生

き残る手法として、日本の大手金融機関はFinTechに

期待している」と指摘。「日本の大手金融機関の狙いは

非金利収入と経費削減」と、各種調査からの分析をもと

に解説した。

　一方のイノベーショントラックでは、当社の活動に関

連する社外のイノベーターに講演を頂くとともに、当社

の活動成果を事例として紹介した。

　はじめに、前出の平田氏が、「『Be a u t i f u l	

Experiences』の作り方」と題し講演。“体験のデザイ

ン”“シナリオスケッチ”“デザインの成果”の3つの企

業事例を紹介し、デザインによってビジネスにイノベー

ションを起こすためのヒントを紹介した。「3つの事例

で示したのは、体験の舞台装置を作ること、相手に語ら

せる道具を作ること、一番ふさわしいかたちを作るこ

と。デザインの有効性を理解してイノベーションを進め

てください」と語って講演を終えた。

　次に、「イノベーションから事業化へのヒント〜NRIの

現場から」と題し、当社の事例を紹介した。8月1日に

設立した「NRIデジタル株式会社」および6月30日に発

表したAI型ソリューション「TRAINA（トレイナ）」を

例に、前出のNRIデジタル社長の雨宮と、TRAINAの事

業責任者であるビッグデータイノベーション推進部長の

堀宣男から、自らの取り組みを通じて得た、企業のデジ

タル化の課題と解決策について解説した。

　最後に、「起業家と投資家を繋ぐ」をコンセプトに、

スタートアップの取材を続ける株式会社THE	BRIDGE	

代表取締役の平野武士氏が、国産スタートアップの現

状を解説した。平野氏は「“ベンチャー”と“スタート

アップ”は違う」と言い、平野氏が注目する4人の起業

家の姿を通して、日本のスタートアップが向き合ってい

る現実を紹介した。

　当日は、講演以外にも、公開QAセッションやミニプ

レゼン＆デモンストレーション、NRIハッカソンのキッ

クオフイベント等を併催し、多面的に当社の活動を紹介

した。

　詳細は以下のサイトに公開予定である。是非ご覧頂き

たい。http://innovation.nri.co.jp/
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